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太陽は光り輝く (1953)
THE SUN SHINES BRIGHT

メディア 映画

ジャンル ドラマ 

製作国 アメリカ

色彩 B&W

時間 90分

初公開日 1966/03/11

公開情報 ＡＴＧ

【解説】
　かつてウィル・ロジャース主演で、三作の愛すべき南部を舞台にした作品を演出したフォード。その
一本がこの映画のオリジナル、「プリースト判事」。と言っても扱われる事件も違い、ロジャースとウィ
ニンガーとではその個性も大分異なって、よりヒロイックな感じの前者に引きかえ、後者は少しウェッ
トだがより円みがある印象。ただ、古き良きアメリカを謳歌する演出ののどかなタッチは変わらない。
　南北戦争から４０年経つのに未だそのしこりの残るケンタッキーの田舎町。老判事プリーストは再選
を賭けてせっせと運動中。裁判でもちゃっかり自己宣伝するが憎めない好人物である。町一番の富豪の
跡取りで遊蕩児アシュビーが帰って町は活気づく。彼は美しく成長した、医師兼小学校長のレーク先生
の養女ルーシー・リーに魅了される。対選候補の検事メイデューは北軍派であり、プリーストをはじめ
町の顔たちを老いぼれ扱いし、一掃しようと大宣伝。一方の判事は、南軍軍人会と時同じくして開かれ
た敵の集会にも颯爽と乗り込み支持を訴える。ここは軍歌の歌合戦の趣きもあり、楽しい場面だ。判事
は、バンジョーばかり弾いて働かないと旧知の黒人がこぼす、彼の甥っ子に近郊の砂糖きび畑で働くよ
う奨めるが、少年はそこで起きた白人少女暴行の犯人にされてしまう。逃げてきた彼の無罪を信じかく
まった判事は町民の総スカンを食う。折しも町に舞い戻った病身で村八分にされているルーシー・リー
の実母の面倒を見たことが更に追いうちをかけ窮地に立たされる判事だったが、暴行の真犯人も分かり、
畑の連中の支持も得、まさに天下分け目の一票を自分に投じて再選を果たす。
　懐かしのフォスター・メロディが流れ穏やかな郷愁に浸らせながらも、ルーシーの生い立ちをめぐる
サスペンスの暗い蔭りが印象深く、実母の葬儀を彼女の遺言通り執り行ってやる長いシークェンス（わ
ずかな葬列に次第に非難する側も加わって長大なものになる）は奇跡的な感動を呼ぶ。

【クレジット】
監督 ジョン・フォード John Ford

製作 ジョン・フォード John Ford

メリアン・Ｃ・クーパー Merian C. Cooper

原作 アーヴィン・Ｓ・コッブ Irving S. Cobb

脚本 ローレンス・スターリングス Laurence Stallings

撮影 アーチー・スタウト Archie Stout

音楽 ヴィクター・ヤング Victor Young

出演 チャールズ・ウィニンガー Charles Winninger

アーリーン・ウェラン Arleen Whelan

ジョン・ラッセル John Russell

ラッセル・シンプソン Russell Simpson

ミルバーン・ストーン Milburn Stone

ドロシー・ジョーダン Dorothy Jordan

ジェーン・ダーウェル Jane Darwell
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メエ・マーシュ Mae Marsh

フランシス・フォード Francis Ford


